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〈研究紹介〉

塵探査の近況

金沢工業大学向井 正

宇宙 ~tU] に ;:11 う凶体微粒子を J島と ul ぶ。大きさ

はふつづ 100 ミクロン以トのものを指すが.地上

で採集された宇術胞には，数ミリメートルといヲ

大きなものもある。小さい方がどこまて'続いてい

るかはよく I<IJ っていなし、最近 IRAS がみつけた，

車両射平衡溢度よりもずっと高温の熱 i似を説明する

モデルとして.大きさが数十オングストローム f~1

1互の盛の非 τI' 衡溢度分布が提案されている。こう

なると， Z当分子と区別 lのつかない小さな燃が品る

ことになる.それて'は践は Mからできているのだ

ろう。亦外波長て'みた星間 l陛やき星俸の熱肱射ス

ベクトノレには. シリケイトのバンドがでている。

M. I削減 Jt 山線が， グラ 77 イト特性を示すことは，

もう 20 年来の仮説である。廃の化 γt 且成について.

説得力のある議論が乏しい原因のひとつとして，

際的散乱特性や熱放射スペクトノレからIiliの車l[1iXを

~Ii推する際に，たくさんの不定要素が入ることが

あげられる。躍のサイズ分布・形状・物質桝造と

いったものが.電舷披とI!lfとの相互 it 用を 1-" 才7す

る。 IJI I-えて.物質の光'"{:定数が主 l人l 訓l定で用いる

!li.状，i;\料のものと，宇宙空/l-I Jの陛のような微小な

ものとでは拠るのではないか?という疑問が破る。

ニんな;;I tだから，~の化学制l!i\(;や/.Jl\の形態全般に

わたるより詳細な情報を得るためには 1卓隔際世

自せな IIJU Jl lj だけでは限界がある。

NAS Al;!:高度 20 数キロメートルの成府凶でロ y

キード U-2 機を l止って盛を集めている。 y リコン

・グリースを喰った採集 l自j (直径 5 セノチ位の問

桜)が l 時 11 0\ 1 当たりの成行で集めるチリの中 lこ，

地球外起源のものが，ほぽ I f\.I 1みつかるという。

これらはー折してブラウンリー粒 f と liT ばれる。

録集計耐を推進している yアトルにあるワンント

ノ大・ 7 のドナルド・ブラウンリーに凶んだ名柏、で

あるが.彼自身は今でむこの呼称を 13 織的に避け

ている。彼は謙虚な人なのだ。保~盛の化学制 l成

をみてみると.地球外起源の些に I;!: ‘fJ ~il よて'形成

される iii 物を多〈含んだ炭主括質問石のタイプトコ

ンドライトに似たものが!t-'、。加えてその ~M J7< j五

万 J~: から. "阜の多くが.lL!に小さい佐子の司、 IJL JlI]

な集介体であることも明らかになった。
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それでは，この様に成層悶でI* u" されたl島は.

太陽系ヵサれた当時の始以物質のサンプノレとして

使えるのだろうか。太陽系的起源は，我々が現:{I

かかえている j~本|問題のひとつであるが，理論面

でのill ちょくに比べて，'Ji証出の1量れが桁摘され

ている。近年、 IRA S が他の1Tlに ~31l\系らしきも

のを』ょっけ，双極分子流を 1半う天休が進化途上の

。;lkfl1r.:lとして IEえられているロこれらを雌;配す

るために取り軒[まれている必波と赤外扱との共同

作業と辿併しつつ.太陽系内に始版物質を探す試

みを i止めることは亙裂と主る。しかし，採集臨に

始版物質の根闘を求めるにはーより詳細な物思g的

.化tf・自'J検査を行えるF，Bの多屯のサノプノレが必要

である。また，地球大気に IHIえ句れるまでに，陛

が辿った変i主的i品料を迫試するためのJ]-f論及び室

内尖験( WII え 1%太陽 J孔によるスパ y タリング)の

充尖カ司、 "1欠となろう。

そこで， !};f;)t{ 物質をより盟店に拘っている天体

への探引が始まった。土 t尽はこうした対象として

過している。この低温天体て eは.氷の存 tl が雌め

句れているから、 Iii; I原物 i't が熱変成を受けずに似

たれているだろう。また土 P，'は，太陽から泣く離

れている JOnaJ がl士いから，太陽の放射効果も少い

だろう。 )JII えて.士 nil が太陽 if:、内の略的供給源で

あることは雌かだから.主 t 封u島の直持訓 II 定め紡巣

と，地球大気での係!長 II)fの観察との比較によって，

鹿の太陽系内での取 u止に|刻するデ タが符られる

はずである。こうした予忽のもとに，ハレーまま H.

の!事探脊が行われた。

躍の IU 般社 III 定の同燃は 2 .I .~l に集約て"きる。店主的

Il~) 立分布の決定と，化学組成の lIi J J:t:である。高速

度て 'iJ 川2主総のす T柄而!と衝突した陸は，プラズ 7の

混となる。この雲の屯事 it:凶から践の質訟を推定し，

更にイオン化 l主に応じた質量分析から臨の化学組

成を導く。 Ii比ー米のいくつかを挙げよう。まず質.w:

分布では，非 'Ii~ に 'I時い陛(1 0- 17 グラム以下)がみ

つかった。このような小さな陸は，光の散乱効率

及び熱放射率が.大きな 1M に比べると劣るので、

従来の地上からの法隔観測では見えなかった。見

えないから，存拍しない，と忠われていた。町 J古

太陽系!己主に捕えられた星間微勝は，フド!牛肉不純

物となって成長し，やがて韓民巾 'L 、核を作る。 48

1芭年の後に，禁足が太陽に近づき始めると，問リ

の氷質は外華 L ，微!虫は解放されて卦星大気中を

拡がる。これが微ノト J~ のkf 倣についてのひとつの

yナリオである。

-"J" I阜の化年組成では "CHON 約干 の発見

がある。 tl 品分析が行われた約 1500 の衝突時の%

を占めるこれらの粒チは， H, C, 0 , N をこの順で

む 1~に含み，他の化学成分がほとんどみつからな

かった，という。これから凶CHON粒子"は， 41

邸発牲の有機物質でできているらしい。地球成 j面

倒で係県された臨め化学組成と比べて，全〈巡っ

た位 Jii の陸が慧lJ!でみつかったことは，当，'I i!'/' 虫と

採集陪とのつながりに新たな l問題を投げかけてい

る。

ハレー当星の!生探査によって，禁足!砲に Nする

イメージは変りつつある。人工惑主'へリオスが 5

年間 l で集めた衝突路の半例が 200 倒余リであった

ことを， tl ヮ ι ハレ一保査によって向か I lI!iIHJ 科

の iJli I定て \300 年分以!のサンプノレが集まったことは

筒きである。臨め l直接礼 111;£ で王手 I己保1' fが如何にが J

栄町 jであるかがよくキ II る。しかし測定計画がすべ

てうまくいったわけではない。今後の計 l由lのため

に問題点を挙げる。

(l) WhatDIDSYhappen? ジオ y トのダス

ト衝突洲定系 (Dust impactDetectionSystem)

が把えた践の流量 (7 ラ y クス)が， f也の廃測定

結の結*より低い( 3 頁上国)ことが，指摘され

ていた。その後の検討で， illll 定系の保 I@ カバー(

l平さ 7.5 ミクロンのプラスティク薄膜が 31 百)が，

lJI訓 '11*1 始から tl 崎町 JOW:] はずれていなかった zr;が

判った。急きょカバーを付けたままの装置で車内

政擬実験を行い ， Hi 下図の 7 ラックスに訂正さ

れた。しかし邪脆なカバーが，ハレ 傑:伐の最終

段i滑で.ほんとうにはずれていたのだろうか?

ダスト衝突測定では，側々の臨衝突で発生した

全屯有 h~ を記録する。この位から衝突した!坐の質

店を求めるには，室内て闘の棋擬衝突から求めた経

験式に頼る。?惑足述!lV)に対して逆行する軌道土ーの

内
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10'

10'

そ

ハレ 替.!i1.と~~詞 1体との相対 j卓If!< は抄述 70 'I'ロメ

ートルにも達するが，今のところ，熊をこの速度

領減まで加速できる装置がない.そのため低速度

衝突で得られた経験式を外そうするわけだが，

の精度について不安が残っている。

(II) I'C/13C1 同位体Ltの測定が，座の質量

分析の目主であった。太陽系内では炭素の同位体

比はほぼ90になる。ところが，ハレー峨探脊の質

量分析の結果をみると.側々の衝突-Ml'I)4'i!こ，質

量が12 と 13のイオン比が大きく傘立。J している。大

きい方で3300. 小さくなると 1 以下のものがでて

いる。これから炭素の同位体比を求めることは，

今のところ不可能にみえる。というのは.先にも

触れた様に，秒速70キロメートルにまで臨を加速

できないために，陛の衝突ー 7 ラズ7発生ー電離

l主の分布といった一連の模擬測定ができない。た

とえば，軟かいI!liと硬い態とでは.衝突電離の過

殺が異なるのである。炭索 I，;)位体についていえば，

衝突にfドってCH+ イオンが，どの脱皮発生するか

が判らないのだロこのままでは，イオンの質主£比

がjjllj定できても，同位体比に焼き直せないことに
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琴星塵(質量 10- 20 から 10-' キログラム)の累積フ

ラッヲス。マ-'7は中心緩からの距離を示1.-.

..6360km. ・ 15600km. 0286 ∞km. "168000km.

ロ 29 叩∞ km o ジオソトの DIDSY による結果.上図

はNature 特集号(3 21 巻6067 号)に載ったもので.

下回は.改定された結果 (ESA bulletinNo.46) 。

遣いについては本女参照。
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なる。

この綴な問題点をみてくると.次回のき星探王監

では，相対速度を秒速数白メート Jレ以下に抑え，

室内で充分校擬測定を済ませた装置を使わなけれ

ばならない.という教訓IIが得られたようだ。

(むかい・ただし)
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*ロケット・衛星関係の作業スケジュール( 1 ・ 2月)

月 2 月

1 5 10 IS 20 25 30II 5 10 IS '0 25 改}

KSC
延岡可能

M-3sn-3
フライトオベレーンヨン Y(15 却}

KSC LI 延期可能
KSC

l 祉問可能 15-520-9| 5-520-8l
フライト ア(1 1: 10) フライトオぺレー~ 3/" 7 (1凹}

オベレ-...ヨン KSC 抵剛

K-9M-80l l ト"1111> 1

フライト才ぺレ-，ョン Y(O 凶)
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合シンポジウム・小研究会の開催

大気球シンポジウム 太陽系科学シンポジウム

WI 日 H百和 61 年 12 月 18 日(小 )-19 日(付 1~1 日 昭相 62 年 1 月 B 日(村 -9 日悩

場所主 j.: 'I山科'子研究所 45 号館 l 階会議室 場所宇宙科学研究所持号館会議室

宇宙輸送シンポジウム 大気圏シンポジウム

期l 日 昭和 61 年 12 月 22 C1(JJ) -23 日ω J~I 円 昭和 62 年 l 月 29 日(村 -30 日ω

場所 ヰ宙科学研究所 45 号館会議室 (23 日) 場所宇宙科学研究所 45 号館会議室

68 ぢ館会議宅 (22 CI)

AOTV空気力学小研究会 間合せ先 守山科学研究所・研究協カ課

H l昨昭和J61年 12月 24 日制
共同利用係 (467)1111(1人j235)

場所 68号館 21浩 E 会議室
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合第 6 回宇宙研陸上大運動会開催

ヰニ'，i ，6Iil培ー|一大運動会は， IOHI7 C1ω秋附れの下

ヰ後 1 IIキから，迅~'g 委n長松尾教般のI~J会宣言に

統ふ小出所長の挨拶、前年度優勝宇ili工学56チ

ーム代表高町'店、助教校による優勝杯返還，事判長

~j; Jf~管理者1\長のノレーノレ説明，包息!部代表吉 If，>:、半務

店(契約課)の若さに i前ちた選子宣誓の後.当研

究所専属桁導員のもとで市備体操が行われ競技に

入った。(この準備i体操で体力消耗する者多数有)

今年も WI]年どおりチーム対抗を主とした種目内

容であったが， I昨年から 1mわった「みんなでジャ

ン7' J 的チーム編成が l チーム 12名となり簡単に

主ったためか.各チームとも昨年の記録を大幅に

更新したが.工'干 56チームが他チームを寄せつけ

ず優勝。又， fYIIiF-好レースをみせている同色対抗

リレーは，各チ ムとも必勝を WI し精鋭を揃えて

参加，年令を!志じさせない快(怪)レースを展開し

たチ ムもあり(写真) WI 待に i主わない凱戦の結

果.工学 45 チームが 2 組とも優勝した。その後，

Lアロビクスて“冷汗を流しー最後まて"接戦の綱引

きは日頃の憂を附らした管理問 1\ が優勝し総合 2位の

原動力となって令競技を終了。 IJlき続き閉会式が

行われ.各間同に高得 Iii を得た仁"j': 45 チームに優

勝材、が校ワされ. 'F 後 41 時45 分本年度陸上大辿動

会は 1W;.tJi.~ を閉じた。(峰山出弘)

*M-3S11-3 総合・地上系オベレーション

M-3Sll~ リ 3 り機の総令・地上系オベレーンヨ

ンが 11 月 5 CI から 11 月 18 CI までの!日 l内之浦で平行

して行われた。同オペは.米年 2 月の ASTRO-C

の打上げに l古lけての内之浦での最初の準備作業で

ある。 11 H10 日の全只 jJ 合せに続き 13 日には姿勢

4-



制御系総合チェック， 16日にはランチャの動作を

合むI也|系の一斉チェックそれぞれ問題なく終え

た。また.このI I:I J平行して，サブブース 1 ，1jl 1

Bt.第2f:止のそれぞれノズル部.サプブースタ uti

m~の組\'1:.尾誕筒の組付けが行われ， 12H の組、i:

オベレーンヨンへと送られた。(小型I' ITI 淳次郎)

*ASTRO-Cの総合試験

m源系のトラブノレで少しi!iれていたASTIW-C

の凱J'f:~I~~.I'J!テストが 10)-123ij の排気に始まり II

)J4 日の川 II' て'終 f いたしました。 X線検出慌の

様に l向 I+: 'I l!: ib;[やガスをその検出昔話の一部として使

用する機慌にとってはー酢過飴なテストであり.

皆がI，町 II帳を飲んで見'十っていました。過去の191J で

も多くの機日告が肱'Iii を起したり.ガス漏れとj:;放を

経験しています。今回のテストでは.努力のかい

あって搭載X線機器には熱真雫に伴ヲと見られる

真空試験曹に移

動中のASTRO

-c衛星，真空テ

ストのために4

枚の太陽電池板

は取り外されて

いる。

-5

事故は全く 1揮し千定どおリ II 月 4 日に終了いた

しました。衛星上部とト部との胤 J!t&が子22 どお

り?に大きし搭載機器側で M等かの改良が検討

されています。

このテストの終了により今後 i位階と呼べる微な

テストは無(，残りはセンサーアライメントの江 III

定.似性モーメントの抑 J~. 磁気バイアスの測定

となります.段終動作チエ， 7 を 12月の半ばに行

うといよいよ KSC への移動となります。 X線グル

ープの中では今打ち上げ後に使用する計算機ソフ

トの|制発が来い人達を動員して精力 ((-Jに進められ

ています.

ASTRO-C 衛星では搭。|在 X線検出絡がイギリス

やアメリカのグループとの共同開発であり，この

JUlIl ll に 4 人の外国人がテストに参加 l しました。

Jl~ テス l のやりかたについて彼等の aE 凡を Iltl い

てみると外国て'は 7ニュア Jレにむ心、幣然と部負会

fl で行われ . 1'r :llf1 追加!のコマンド主ど J午されない

とのこと。 H 本の yff ど自由ともいえる試験のやり

かたに!感心していました。熱 J'J:.~~環境テストでは

皆が 10 日 n日にも桜って泌食を共にするため，外人

を合めて色々な人を知る機会としても非常に有統

でしたが、それにしても宇宙研の行 r?白地訟の rt し

さはいかんともしカずたいところて'す。

(村卜敏夫)

*大気球第三次実験報告

liB利61年度第 3 次大気球実験は日中共同実験な

どのため，例年より l ヶ月遅い 10月初旬から S 8

C て寸1 われた。気球の放球はIOH3 日から II 日の

!日lに行われ，大聖気球 4 機，ゴム気球 3 機が科学

観測用として1]上げられた。観11lJ1内容は HerX-I ，

CygX-l 等からの硬X線観測I.ι府幽二般化主主索

およびオゾンの観測，屯雛層II!場の観測，宇宙線

成分絶対最の測定，言UJ線放射jl£磁界の観測!など

である。観測には太陽およひ1也磁気方向への姿勢

制御， 100m ， Jkmの巻下げ等が行われ，何れも良

好な観ilI11結=*が得られた。

今尖験では字'由科学研究所の気球実験で初めて

6000kmにおよぶ超長距離飛捌の記録が生まれた。

この気球はftI力総肱射の観測慌を搭載した 81-35



気球で. 日本列品からなるべく縦れた地点まで飢

ilillデータを得る同町Jから風j阜の早い 15- 6krn向山

J立を航行させた。

10J-11It!611 ね7分に iN 球された 81-35 気球はオ

ートパラス i 装拍'により一定同!立を維持しつつ京

万に進行L. 12 日 91 時!;j 'i には日付変更線を越え.

政球 49 時間後の 13 R71時 15分には凶経 148・ 32'

」仁科40・ 56' Iこ達した。昔、球はこの後半/-) 1I時!HI -U[~じ

東に逆行L.， 13 日 8 時08分にタイマにより切り附

された。1;1) I) 雌し地点は三l後来方約5900km句米大

陸まで約2∞Okln，ハワイ北北東約2000kmの位置に

あたる。タイ?の設定時|目lはヒ!日の風向 J••\iili を巧

えて米上五l領土に達しない様に 50時間とした。観 ilill

データの取得および気球位置の捕捉は NOAA術E

を手IJ 件l した ARGOS;"- ステムによって ll' った。

(太m茂雄)

*5-520-9号機かみあわせ

昭和61年度第 2 次実験で米年 1 )115 日に才l ち lニ

げがイゥ主されている S -520-9 号機は. イオンビー

ムを III いた屯場計抑止 法問Jおよび粒子計測，ロケ

;I I, 'itt1立の制御等将来の陥気l謝探貨衛星の搭載機

協の技術開発を主目的としこれにオゾン観測が柑

jf~ りしたロケットであるが.このロケントのかみ

あわせ試験が10J-129 t!から 1HJ 13 日まで相般原キ

ャンノ守スでfrわれた。このロケットには出!長f主の

波動計出11\誌を搭載しているため磁気:，..--}レド主試

験を含む刈磁干渉の退治にかなりの時|均を袋し

また一部共通機器に振動試験て"不具合を生じたも

磁気シールドルーム鼠駿

めもあったが一応予定!日If日!内に終了した。

(i"J1;，\{百附)

*5-520-8号機のカミ合せ進む

来年 2 H に打七げ予定の S -520-8号機のカミ合

せテストが相脱原キャ/ノぞスで進んでいる。この

実験にはGUV， SUV と呼ばれるこ組瓶の観測H慌が

千百まれている。前者は二本の口径17仰の望遠鋭に

MCP(Multi-channeI-pIate) と呼ばれる向感度紫

外線燦知器がや耐えられ，波長 1400- 2000A の範囲

で紫外線路iI主分布を視野 4\ 分解能 25 分で搬像す

るよう設百|されている。1iJ1 il刊は， 多くの銀河の鮮

がるム女座銀刊fI]の紫外科 l像を符ょうとするもの

で，当れてまもない浩い患の生成の様子を探ろう

とするものである。

1主将は.やはり二本の口径 9 ern の望速鋭からな

り，焦点部に各々 4 本づつの紫外線 mの光電地借

包が iE か jしその百 '1 て凶向転、するワイ Jレタ板とセク

タ羽 IN によって紫外線像のスペクト Jレと他出を測

定するものである。これによって向胤皮の 11' や.

背景紫外線の飢測を行うものであり， Iロj時にロケ

y 卜の姿勢決定にも手 I) 川されることになっている。

観測目的からもわかるようにこの実験には高精

度の姿勢制御が要求され CN 付のロケ y 卜になっ

ている。そのためカミ合せもおよそ 4 i組問という

長期 11I J にわたり，慎重に続けられている。

(奥 IJ .I 治之)

*伸展ノズル伸展試験

{I i'展ノズノレの伸展試験を 10 月上旬相模原キャン

ノマスにおいて行った。このノズノレは M-3S l1 -4 の

面開.

ノズルガたたまれた状態
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認験後部験前

F怯

テストスタンドc.取付けられるターボポンプ

ポポンプは定格的43%まで山力を絞ることに成

功 L ， HIMEsmエンジンの尖現に明るい比通しを

仰ることができた。来年度にはH下年12月に特性を

確認した熱交換~;;:内政型燃焼器と組み合せてエキ

スパンダーサイクルエンジンのンステム試験を実

施する寸C.定である。(成尾芳W)

*M-3SJ]ノーズフェアリング外圧座屈試験

M-3Sn"'y'ロケ y トのノーズ 7 ェアリ/グでは，

空気抜き火位置の関係て\超音 i止時に一時|人 l 郎の

I±カが外部よリ l止くなることが判 l ったので.外1;;

座店試験を実施した。供試体は M-3 Sn型開発時

に試作したものを修復して)fJい，合せ而等のすき

まをパテ状のコーキング剤でふさいだ上で|人l 古1\ を

112ポンプで引いて外l土有iill をかけた。その結栄，

子fE1 をよまわる座間強肢がfin:訟て“きたものの.試

験で壊しては修復を重ねて長い間大切に付合って

来た Wi試体が，ついに写真の様になってしまった。

(ノ卜野田 I半次郎)

試験は 7 回に波って実施され，計画{也を満足す

る性能を確認することができた。特に液体水素タ

いる。

KM-D モータ用ノズノレとして使用予定で今回lが初

の地上試験である。仲良ノズノレの利占はノズノレの

制Ii}j I旬、l 法及び段間接手を骨Jかく山来るため， 'J

法1止び重量減の分がペイロード地につながり， m

.itilui から推進性能を上げることになる。

機桃はノズノレを2f止にたたみ，その状態におい

てや fl 展世 IJ 下部とモータ制 IJ ベースが 7} レマンバンド

により固定される。また上端部はノズノレト人 lに収納

されたヘリカノレスプリングと結合されている。 jil'

民は初めに下青 1\ のバンドをスプリングナットの作

動によリ分離させがイドレーノレを滑り伸びた所て"

ロンクされる。次のン ケンスて"は上端部の川ノ

ドを分離させれIi展時のパネの余力にてヘリカノレス

プリングを放出させる。以上のシーケンスが終了

した所でモータの点火となる。試験についてはノ

ズルの伸展とスプリング放出を別々に行い.条例

は飛瑚 4時のスピン 2rps ，コーニングは 2・ときびし

いもので行ったが，結果は良好であった。これに

より初期の目的を来すことが山米.実機使闘に向

けて大きく前進した。(安田誠一)

*TP-XO I-1ターボポンプ試験

上記実験が 10 月 15 CI から llH7 日にかけて能代

ロケ y ト尖験場で行われた。今回の実験は液水/

波般エキスパンダーサイクノレエンジンの高燃焼 J干

化を青|る予備研究の一環として行ったもので，以

前の開発で製作したガスジェネレータサイク jレ用

のターボポンプをエキスパンダーサイクノレ用に改

造し.その他 fjE と特性を調有した。

エキスパンダーサイクノレはスペ スンャトノレに

用いられている二段燃焼サイクノレと並んで高い性

能が期待でき，且つ二段燃焼サイクノレよりシステ

ムがシンプノレな優れたエンジンサイクノレであるが

従来高燃焼圧化は凶難とされていた。土宇宙研では

有爽飛釧休に代表される将来の高性能な宇'由輸送

機用としてこのエキスパンダーサイクノレに着目し.

高圧化を言|るため燃焼家内に熱交換器を内蔵した

新概念の燃焼器を号案 L ，現在日日発研究を行って

7-



理出がある。まず. fifij極を結ぶ経斜~ I::を.その経

伎を少しづっずらしながら飛ぶのて二地球全I雨的

観 iJIII ができる。さらに，昼夜のI立では. 'I，lL.荷w府や

総会、 l割にノレーツをもっ峨j~j公司しが静かで、 I也f;j占|人l

fflS起 illsiの磁場を iJIII るのに郎合が良い。また j恒星

には絶えず同じ 11111から太陽光が当るので，熱膨娠

による l~iR.の長みを最小限にすることができ，太

陽'fL:地の出 )J も一定である。，13皮は約 400 km，予

定したllLilliJJYIt日i飛ひ'続けるためのぎりぎりの低高

度て二地球紘坊の細かい線相を捉えることを創っ

た。そして. MagsatI.J:大気の l管機て'しだいに内皮

を {fir とし.ほぽイ ~J£ 通リ， 1980 年 6Hll 日.その

聞い生泌を終え.大気問に突入し燃えつきた。

j!1 られたデータは非片;に質の FJljL 、もので世界 ιI'

の科'干-I'iによって解析された。日本でも.桔 i品位

陣ー 1 を 'I' 心とするグループによって 611 究が行われ.

その成栄は世界的に向く J十仰 l されている。すべて

を磁場観測にかけた j~IJI'_. いかに目的を絞り，そ

れにすべてを結集することが大きな成果を生むか

を教えてくれた衛尽である。

(ゃなぎさわ・まさひき)

別名「地球磁場探 1tl 干i .!J. Jo 1979 年 10 月 30 t1,

アメリカ地質調査所と NASA カヘ地球般場を 1背後

に測定するために打上げた。-1-1に地球官接坊と引

っても、その什 II r~rは隙々である。まず，地球'I'心

核内の融けた鉄の迎 ~r!Jによって生じるダイナモ雌

功。その観測は伎の活動を生\Iる唯一の千段である。

次に，地殻物質の磁化が，，;(凶と忠われるもの。は

っきリはしてい主いが，地伎の厚さ，地下の温度、

健刊鉱物Jの合布訟などに関係しているらしい。そ

の他に.地球の電離 11'1ゃ他会t凶を流れる ';tn札lこよ

って生じるむのもある。地味ではあるが色々な分

野の研究に役立つのが磁場担 til!リである。 Magsatの

場合，特に初めの二つ.つまり地球内部に附する

観測が重視された。以下，いかに徹底して l汁 iffijが

糾られたかを紛介しよう。

まず，観 iJIIJ 装 ibl としては，光ポンピング li§i lJ ~l

2fi と 7 ラ y クスゲート磁力 J十( 3 成分) 1it ,

観測を確かなものとするために， 2 村裁i. f半日，- 3

f;の舷)J討が搭載された。これらは衛 tj~.磁気の影

響を避けるため.凶に見られるような 6mのブー

ムの先に取り Hけられた。磁場内;/J I"! を正雌に測

るには.総力計の姿勢を精度良< (!

/1 00 皮)知っておかなければならな

い。術川本体の安勢は 2 台の星野

カメラによって決められ司さらに，

ブームの先端の磁 I;; 汁と術星との角

度は光を利用した特株主袋 iE によっ

て rll られた。 jill 亙iの佐世も 100 m 但

の精度で決めなくてはいけない。こ

のためには世界中に悩リ遡らされた

衡J]!追跡センター剥が使われた。

面白いのはその軌道である。太陽

同却 l極軌道と呼ばれるおに昼と伎の

境，つまり.地球の自の当っている

相I) といない側の境界を飛ぶような軌

J邑が i謹ばれた。これにはいくつかの 飛矧申の Magsat( 想像1iiI)"ブームを後ろにして飛んでいる。
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ー主義 5 孟
ふたたびパドヴァの記

宇宙科学研究所松尾弘毅

レンツェへ.これぞ林流である o Iii]行林 I甫村.

的川. 8 時起床.パルコユーよりサンタ・?リアー

デル e ヌ"ーポ寺院の艇を眺めたのちおもむみに

朝食. (J勺川:tlは抜け駆けで市笹f を MFろすフェゾ

ーレの丘へ.してやったりと思ヲIlII むなく.上か

ら林先生がおりて来られた.上には l というやつ

である.西村先生ヲ私的相l食が済む頃部附からお

りてみえた. 9 時カ、ら的川君の案内で(といって

も彼も初めての符なのだが}市中を駅け Jι. 使初l

IF でロー?へ 全H と合流.これより小凶所長ご

犬古参加.首席代表交代。文化功労e者として獄i軒

された口町ご出発であった.

6 日午前は自由時!日I. 平尾.西村耐先中と市内

;Ix$<.. 7'ラけたIlIiに上から 3 人だからまことに適

当なものて eある..4J!骨 Jは伊 I を}正ても fl :J.たようなも

のだとア y サリ芯見がー欽してしまうし司 fL など

は.厚 ffi '"、:れをするのを官:札てトレヴィ的成にただ

コインを投げ込んでしまった。午後ローマ大学で

コンガ大統制臨附のもとに各 lfil 代世による成批判

~I;." 1~ パルベリーニ M で. イタリア 1 ・'Ii i ヨ日業掛とに

よる抑説。附仰にラウンユ氏 アメリカ代表印 1_1_ 1

ただ一人的女性タ白イアンのご主人で j庄の A晶子ト犬

:ttl;i]f' 1' になる o ":y イアング〉苧主 なる名取 IJ など

を掠リかざし愉快な男である。ホテルに~リロビ

ーで各 l五l 入りまじって話が蝉む。ステンカラージ

ン町大骨 ilL'.に至リボーイが飛んで〈る.反ってき

たのカ q21 時て'あるからこれは当然。

7U. ハイライトてーある.各人戚11駐を JE して，<

チカン山殿へo i:去主緑町ご fiijで作副代一丘町J北米報

11
;. (--表紙カット~). ，1" -1'.徴的メ y セージのあと

我々は小問所長町制介で一人一人 rlt~ 怯.雌かに過

ぎずもちろん転きに流れるはずもなく議附らしい

算Im~ 況である.午後.圧の別邸であるガンドルヲ

ォ地へ.首席問では脱約平案の干直し.夜.小問

所長町受賞を枕って.伊雌先生ま1li iでrmill な悦宴.

ローマ大学的ル /1 ニ教般のはか 夜パチカンで

ローマか句代表聞に加わって下さった柳揃先生も

事1m. 科学 J曲について到しい訴を糾う.先生には

全只 -}j な句ぬお世話になった.隣席は実丈 h的

・1 糾先止.この人の駄桶 'iFr は府けば光る。

8R. 飛行機来継ぎのためロンドンで単に一泊。

ハドヴアから日本へ柑った出出先中は 目7ェニス

明治ストて廿Wiのため I上むを j!f-r マ y ターホル

ム〆へ行ったとか。 h企む油断のな町由利 IT て... ;;)る。

それにしてもわがヒースロ-2浴はーー体作I をして

おった的か 。(まつお Uろさ)
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5 年 filJ...、レ一部星観測に日欧米ソ的協剖を決め

たパドヴァに 同制幽の総決算と新しい門 :.B を求

めて 4機l則的代世が会した.会議の内在は耳I)楠{次

貞)に品り.ニれはその待外篇である.

11 月 2 日夕.パドヴア駅前。 luHi 枠.的 JII. 耐.

ミラノから先. u 本人と会うことむなかったが.

~-j車タクシー待ちの列中か句平尾 大家[if，j先生の

向島り.ふたたび ハドヴァの言己のまずは~，倒

的拡あきである.

これに先立ちハイデルベルグのハレ-，..ンポジ

ウムに出 JI~; した企且は. アド口 rγェニス肉付ミ U. 1 宇多

おによ lU;(. di 中て'カメオを拡~f -r tl(j;'円今二人に引

たったとか.理工述合.宇宙研としては末的街円

規肢の代表円1 を唱った.には泣いないのだが.そ

れぞれに汗労してやって来たものである.

3 U 午前は歓迎式典.ガリレオが教組にげつた

パドヴァ λご下で大臣 市民と f央防があ~， <0 II りでの

IJ!I も，'{:もニオしあり. イタリア言Eの|姻係もこれありー

MI1J に、 1'1己主席代表より簡潔な訓辞。いびきだけ

はかかないように.なに.ご当人だって危い.

午後は J北栄柑tfl，に続いて. I刊のジオ y トの絵

がおさまるスクロヴエニヲf 院へ。私はt.t11 lui会議

に安1m しておリ また38枚も見せら札ては叶わぬ

ので行略してひたすら休発.伎は地7C勢も合的て

会食.終了 1211寺。娃飲むのと(これは飲まねばよ

いのどが). '£[.1$がおそくなるのには往生o h't水先

:ι と大いにニ 4ます.何しろ我々にはンエスタ肉料

fl'[がないのだから.とは言うものの.今凶のすべ

てを捻定したESA. 特に7ノノ博士には最大級的

利立を表したい.

4 日は中身グ);農い 1 円となった o Ii可同町モスク

ワ ダルム:.--~タ y トの会議1&設けられた 3 ワー

キンググルーずの活動報告に続き. lAce の新地

約について議論.議事を中断しててんて'に鴎)....f協

議するシーンなどもあって~議轟諭は軒日に且~，;凡 ζ九.
商問先生腎'暇蹴.会議はヨ一ロ y パでで-も平有T名なカフ

エベドロ y キ(伊何I てで0.;桁f打I名なのカか、は判ら也な今，カかb炉、つたカがe汁)

の目矧別IJ棟て

品カか、ぬ主な-ど議εれとは >JII に外まわりはノンピリし

たむのである.ただこのベースが確:J.iに続きそう

立ので妙主主"し、感はある.山本きん風邪でまたも

ギ訓.

5R は持~!J L1.各国刷ってタIJ .p.でロー守へ. 6

ll;~ t:lJo h'1水先中はそれがじれったいと成行機でロ

ーマへ.我々は前夜おそく，マドヴァを発ってフィ



特別報告

パドヴァのIACG会議に出席して

西田篤弘

寸山は人知が共有するフロンティアであり，民

族や国家の枠を越えた協力によって切り妬いて行

くべきものである。この理想はハレー圭tR.採在に

おいて見事に尖現した。ヨーロ y パ，ソヴィエト，

アメリカ.および日本の寺市研究織関が力を合せ

てハレーの謎に迫った探査計画の成功は，まだ記

憶に'七々L.-、。 ESA ， IKI ， NASA とわが字'山研の

4 機関は，それぞれの計画の特徴を生かしながら

相互の協力によってー婦人;きな力を発御した。

1986年 II 月 3 ， 4 の両日イタリアのパドヴァで

IlfJf世された 4 機関の協議会(lACe) のテーマは，

この 1£1際協調の精神を継承し，いかにして発展さ

せるかということて“あった。 ESA からは Lust総

長と Bonnet科学局長， IKIからは Sagdeev所長，

NASAからは Edelson 応用料守'局長が首席代表と

して出席した。宇宙科7・研究所からは小問所長が

御出席のf定であったが，文化功労者としての晴

れの御'立貨と IH'iJが111なったため，平尾名誉教妓

が首席代表となり私が補佐役を勤めた.

4 機関の国際協力を只のスローガンに止めず中

身のあるものにするためには，具体的な協力分野

を設定することが必要である。会議の前から候補

としてト馬評にあがっていたのは，太陽地球系科

学. ，~R.糾字(小惑lit.. ~まR を含む)と電波天文

ザー (space VLBI) であった。いずれも国際協力に

よって益するところが大きい分野である。この中

から当 IHiの協力分野をjJ!jょに当たって JTJ いられた

l血目II は， lACe は新たな共同プロジェクトの企画

の場ではなし各機関で慨に実行中のプロジェク

トについて相任問!の協力と調整を行う場である，

ということであった。選ばれたのは，太陽地球系

千十干 (STS=solar terrestrialscience) てeある。

この分野では，ヰ.，巾'科学研究所の EXOS-D ， eEO

TAIL, SOLAR-A をはじめとして 4 機関を合せ

ると 1989年からの約 5 年間に 12のプロジェクトが

実施されることになっているので. lACe の当面

のテー7 として適当と考えられたのである。

今後の作業のために二つのワーキンググル プ

と二つのパネルが設けられた。ワーキンググルー

プは rSTS科学」及び rSTSデータ』である。 5

TS科学weは科ザ:目的・テレメトリ受信・機器較

正などを取扱い， STSデータ weはデータ交換に

関わる 1諸問題を扱う。私はソヴィエトとの情報や

デ タの交換が政治的にも抜術的にも難しい課題

だとかねがね思っていたのだが，はからずも STS

データwe の王貨を勤めることになった。一方ノマ

ネ Jレは惑星糾'干と電波天文学の分野における将来

計凶lについて情報を交換することを目的とするも

のて~!i科学ノ守ネノレの函II主有には大家究教授が

任じられた。

ゾヴィエトとi!!j側諸国の協力<f;1;においては，

国際政治情勢が落とす影を感じざるを得ない。今

回は特に NASA代表が共産閣への技術流出に関わ

る規制を強〈窓識し 7 リーハンドを殆ど持たぬ

状態であるように見受けられた。このため，今回

の取決めの内平等は農学的なものに限られ，ハレー

探有の|療に大きな成栄を挙げた l仇追放計など工学

面て"の協力のi並め1，は今後の繰越j として残されて

いる。

次回のlAce 会議は字'山科学研究所がホスト役

となり日本で開催する順番である。米年10月に京

都で開催する楽について検討が始められている。

なお lAce は，

Inter-AgencyConsultaliveGroupfor

Space Science の略である。
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「込己) !誉宙 団体;ロケット ーノズルー

ノズル，つまリ噴射円は燃焼ガスの熱エネルギ

を巡]B))エネ Jレギに変換すると共に.噴射 Jill'J を揃

え.反動としての推))を作りだす屯裂な働きをし

ます.

今.単純に燃焼主に穴をあけてガスを噴射させ

た場合を恕Aifしてみます。話しを簡単にするため

に.中の":'1)は常に一定に保たれているとしまし

ょう.むし.外部内圧力が燃焼~-内的圧JJに等し

ければ 当然ガスは流れ出さないill:理てeすが.こ

れを下げてい〈に従い流1.1 \:i卓 l主は mJm していきま

す.そして，大休内庄の半分{す迄外圧を下げます

と，ちようど/火、の所て

i速車に=等等専李一し〈主な. Iリ)ます。 1昔:r i述車は 1-1'.力的微小変動が

伝わる i車さですから.こうなるともはや. ，;流の

圧力を下げても燃焼宅町内部には彬科が及ばない

ので これ以下の外圧に対しては穴のiす世てず〉討し

iIJjは常に fi 辿に f%たれることになります。しかし.

1~;.iiliて"シにか句 "II 出したえfスはその後もほぼ外It に

等しくなるまで膨張し続け速度を増します。けれ

ども，このままでは流れが大きく jムがってしまっ

て.その!X!lll) として抑力を得るには不都合です。

そこで. - Lt附r t(ti を絞った後で再び広げた形のノ

ズルが用いられるのです。見方を変えればこの末

!1.:がりの I:，~l(li を jll'すガスの圧 JJが推プJ IIIJ上に寄与

する択です.ここて'流れが古速になる断面が枇 L

4ゎ、部分をスロート(喉) cdいます. J羽岡が点

空ですとガスは膨似を続けるので大きな末広がり

部をもっノズルが有効です。しかし.周凶が気

圧ですと燃焼雫ガスを十分膨張させて推JJ を得る

t.)には内I七を成る f'U主凶くとる必主主ーがあリます.

ノズルの中は3000·cr;\のガスが流れるので材料

二次流体頃射時のシュリーレン写真(償方向)

の選択には r.夫を裂します。この温度でむ成る ~~I~

皮肉強度を保つ材料は数少なく.比較的安伽!な村

事十としては何と 4 ってもカーボンです.

X. 断熱材て'表面を措i え(;l'.凸

えることに主 1リ]ます.闘j?';λ十寸としては必ずしむこ

のような川弘に耐える必裂はなく 表 tltiか句炭化

したり M推していってむその14が余り大島〈なく

て燃焼J~IIUl中内部へ熱を f:f.えなければ良いのです。

このような断熱法をアプレーション断然と ttl びま

す。シリカガラスやカ ポンの織をII て寸虫化したフ

ェノール樹脂がこの同的にはi壷れた特性をイ1 して

います。そこで.寸法変化がM ましくないスロー

ト部にグラファイトをはめ込h. その他的部分は

アプレーション断熱によるのがIi~ bill:.;;面的材料選

択です。

ニニでl ，'il体ロケットの俄 }J }jI;" 制倍" ，乃 Ji iJ:.;をこ

っ似介しておきます。

つは一次討し W，噴射方式て 1 ノズル的魁 71i 車部

に火をあけ‘ニこから液体を "n 人してやると内 f怖

の起す，'iIJj ifi(カ 'III' げられ反動として制推力が党 'I::. す

るのです。 iIJ~· はその線 f を出ったもので明人し

た液が欠化し淀んだガス的成を形成し.主流を III'

げる働きをしていることがよく観察できます。

ι う一つはもっと出接的に. ノズ Jレの取り付け

却をたわみやすし、防泣にしてこれを油圧袈 i丘で阪

リ!Ii})かす方式で 1ti 近はこの }j 法が主流を Iii めつ

つあリます。( .与:真は i卓制点一目 I\~ I::搬彩)

ーす 1五日 f 秋:ll U~- 日目

二次流体噴射時のノズル壁画への役影写真(上方より)

ll



宇宙研時代の思い出

伊藤純子

61年 9 )'J30 日，字出宅!日l鋭 iJllJ30周年記念式典が

東京農林年金会館で盛大に行われました。「ああ，

これが宇宙科竿研究所での辰後の勤務主んだなあJ

と皆様方の附れやかなお姿の防lにあって一人宇宙

研でのいろいろな思い出にふけりながら.その日

の受付業務に就いていました。明日 (10月 1 日)

からの新しい職場である東京大学生産技術研究所

にも思いを馳せながら 。

私は， 日本て"最初Jの人工衛星「おおすみ」の打

上げ成功直後の昭和145年 4 月，地方の大字から東

京大'7:~ 宙航空研究所に転任になりました。当時.

友達から「時代の先端を行〈紫晴らしい職場でよ

かったね」と員長望の眼差しで見送られ.結婚と同

時に上京してきました。そして「たんせい」成功

の3Hl に l 子の母親となりました。それから 16年

の政月で子供は税よりも大きく成長しました。そ

れにもがl して，先生方をはじめスタ ;7の方々の

H 夜たゆまぬi卸努力により，人工衛星は人工惑旦

へと進歩しました。ハレ-~'\'星観測などの喜びの

一端を子供達と一緒に l味わせていただき本当に幸

せでした。

H自干1145年以来. -rt して， 人*l1トの仕事に従事

してきましたが， 56年 4 月 14 日の宇宙研改組に伴

う業務は m どの臓坊でも相当な仕事記;だったこと

と思いますが，人*""ンの私にとっても.も 7 二

度と経験できないのではないかと恩うほどの賞豆

な体験でした。辞令の交付が消み，それぞれの部

者に自己世され一応のスタ トをきりました。しか

し，研究系は未発令の部門も多数あり，技術部と

観測部は部課係制になったにもかかわらず，

課係までの発令はなされず組織図上はほとんど空

白という状態でした。その後数年間で，まだまだ

1 人 1 人の喜志望，条14 は満たされないにしても飢

餓図卜は徐々に形作られていきました。

採別から辺械に烹るまて"の悲喜こもごもの書類

も作成してきました。その中でも，死亡によるも

のには心が捕みます。宇宙研は特に現役で止、半ば

にして他界される方が多く合掌なくてはとても作

成できるものではありませんでした。生併のすぐ

近くに背 111 ，:j); J也がありその 'I'はジョギングコース

にもなっているので，先日，細業の美しい墓地の

r1'を走りまわり一汗かきました。その時も青山葬

場で執り行われた森先生の研究所務の事を思い起

こしたり.又，華やかな打上げ成功の訟で，宇宙

研の厳しい労働状況からか，札f且E を害された方遠

のなんと多かったことか等と，宇宙研の人の事ば

かり思いげかべておりました。

店、は，生研においても，又司人事関係の仕事に

悦わることになりました。生側における昭和30年

代の古い峨艮録を見ると.観測ロケント掛，観測

ロケット研究班等の言葉が記録されています。こ

れらの言梨は乍'tli'lfj~l特のものという認識が強く

て，他機関でお目にかかると述和感を覚えますが，

当然のことですが，やはりヰニノ出・在J1iJII130年のスター

トは，とto 却fであったのだと，しばし職員録を眺め

入ったりしています。

この側は， No.67号の凶村先H の弁を借りると酔

うほと'に迷論~.:のごとく沸きおこった所を文立に

したためておくという趣旨の側とか? 10月 i 日

の県動に伴う相次ぐ歓送迎会に酌うほどにも伎を

通りすぎ，まだ迷口市も符かばないうちに〆切がき

てしまいました。段後になりましたが，世lト linに儲

:古され，今後ともぶ派な研究成柴を挙げられます

ようお祈りいたします。(いとう・じゅんこ)

/湾で\ 今H はISAS!.M，'抑制Lが多 (J>I) fi

M久ぶ}せざるを得なくなりました。オ宙事II の
~ ，金 12 II---~ ,. - .- .~ -'-0

てこ二77クティビィティを示すISAS事情が

多いと言うのは似しい悲鳴て叫す。それでは新年特

集号でお会い数しましょっ。良いお年を/(橋本)

ISASニュース No.69 1986.12. ISSN 0285 ・2861

発行宇宙科学研究所(文部省) wl53 東京都目黒区駒場 4-6-1 TEL03-467-1111
TheInstituteofSpaceandAstronauticalScience

-12 ー


